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SLE塾がなぜ必要か 

日本語文章から日本語文章へ転換の必要性 

                  ＳＬＥ塾長 篠原泰正 

 

【背景】 

特許を海外に出願する場合、国内出願の特許明細書の日本語文章を、外国語に翻訳

する上で、オリジナル文章そのままで翻訳依頼することは、往々にして、オリジナルで記

述されていることが正しく翻訳されないというリスクが伴う。（注）ここでは、英語に翻訳す

る場合に限って以下を述べることにする。 

 

このリスクは、翻訳者の能力に原因するというよりも、国内特許明細書のオリジナルの日

本語文章が不備であるため、あるいは特殊な表現方法でなされているため、記述されて

いる内容を翻訳者が理解できないことに起因すると考えられる。 

 

さらに、米国特許明細書の構成においては極めて一般的である、背景技術の説明と発

明の概要の説明が不足しているため、せっかくの発明が魅力あるものとして訴求できず

ライセンス供与のビジネスチャンスを逸したり、あるいは侵害訴訟の裁判の場で陪審員

の理解と賛同を得られず不利な立場に追いやられるなど、残念な結果をもたらす場合も

考えられる。英語に正しく翻訳できない日本語文章とは、例えば以下のような不備な点

を有している。 

 

（１） 主語が存在しない文章。 

（２） 誰が（ＷＨＯ）、いつ（ＷＨＥＮ）、どこで（ＷＨＥＲＥ）、何を（ＷＨＡＴ）、なぜ（ＷＨ

Ｙ）、どのように（ＨＯＷ）行う、という、いわゆる５Ｗ１Ｈの要素の必要な記述が欠け

ているため、構成要素の互いの関係状態が把握することが出来ないとか、ＡからＢ

への動作・機能がつかめない文章。 

（３） 主体（主語）の属性を定義しているのか、主体と他要素の関係状態を述べている

のか、主体から他要素に動作しているのか、記述の目的があいまいな文章。 

（４） 請求項の記述をそのまま発明の説明に代用しているため、日本語になっていない

文章。 

（５） 一つの技術分野での明細書で使われる特殊な専門用語：例えばレーザプリンタ・

複写機の要素である感光体を「像担持体」と表現している文章。 

 

このように、オリジナルの日本語文章が難解であったり、何を説明しているのか不明であ

ったり、また曖昧であったりしても、技術背景を持ち､長年の経験を踏んだ英語翻訳の達
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人であれば、頭の中でその日本語文章を噛み砕き、並び替えて、図式化しながら米国

で通用する英語文章に翻訳してくれる。しかし、残念なことにこのような達人の数は極め

て限られており、たくさんの「海外出願翻訳案件」を委託することはできない。現状では

英語特許文書の「品質」は､極めてバラツキがあり､企業としての英語特許文書の「品質

保証体制（管理）」は､翻訳者の個人技に委ねられている、というお粗末さである。そこで、

通常の能力を持った翻訳者に委託すると、以下のような不具合が生じる危険がでてく

る。： 

 

（１） 文章の意味が理解できないが、オリジナル文章に忠実に翻訳することに努力し、

結果として英語の文章となっていない。英単語が日本語順に並んだ奇妙な文章

となる。世界の中で、この文章は日本人だけしか理解できない日本人が発明した

最高傑作の「新言語」、ジャパニッシュと呼ばれ､日本人の知性が疑われている。

注）このジヤパニッシュから中国語へ翻訳すれば、もっと凄まじい文章になること

は容易に判断できる筈だが。 

 

（２） 意味不明の部分を適当に推察して翻訳した結果、本来の意味と異なる内容の文

章になってしまっている。実際に設計開発や製造に携わってきた現場経験の豊富

な技術者であれば､意味不明な説明も「カン」や「機転」がカバーしてくれる時もある。

しかし技術背景を持たない翻訳者とすれば日本語を「忠実翻訳」するしか方法はな

い。 

 

【解決策】 

もっとも根本的な解決方法は、海外出願が当初より計画されているものについては、す

べての出願先（国内を含む）の元となるベーシック明細書を一つ作成し、そこから国内向

け、米国向け、中国向け等の特許仕様書（明細書）を作成することにある。しかし、この

方法の採用は既存の工程や慣習の大幅な改革を伴うことが予想されるため、今すぐの

解決策にはならないと考えている。 

 

従って、現実的な解決策としては、国内向けに作成された明細書の日本語文章を書き

直し、また必要な編集（パラグラフを並べ替えるなどの）をおこなったものを、通常の能力

を持った翻訳者に渡す方法しか解決策はないであろう。 

 

◆ 日本語から日本語への転換作業 

この現実的な解決策を、日本語文章から日本語文章への転換作業、すなわち「日日転

換」作業と呼ぶことにしている。英語に翻訳されることを想定しながら、できるだけ平明な

文章で書き換えることを行う。 
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この書き換えられた明細書から英語に翻訳することで、翻訳者の読解負担は大幅に軽く

なり、翻訳の正確さも大幅に高まり、英語文章としての完成度も数段高くなる筈だ。英語

に翻訳する前に工程を一つ入れることは余分の手間と費用が掛かると考えられる。しか

し、結果として平明にして正確な米国出願用特許仕様書が効率よく作成できることにな

るので、けっして余分な工程とはならない。それどころか翻訳に出す前の、必要不可欠

の工程と言える。英語に転換できる日本語で特許明細書が書けないことから生じる必要

コストを生み出しているのだから仕方がない。

◆ 日日転換作業には最大三つのステップが必要である。

（１） 英語に翻訳されることを前提として、平明にしてかつ翻訳しやすい文章に書き直

す。（内容をできるだけ正確に把握するために、図面参照はもとより詳細説明まです

べて読んでから、転換作業がなされる。）請求項も米国型のクレームになるように文章

形態を書き直す。

（２） 文書構成上、論理的な流れになっていない場合は、できるだけ論理的な流れにな

るようにパラグラフ等を並び替えたりする。論理的な流れは、米国において、説得力あ

る文書であるための必須要素である。

（３）背景技術の説明や発明の概要の説明が不足している場合には、可能であれば追

加執筆をオリジナル作成元に要求し、書き直した追加文章を挿入する。

但し、現実的対策としては、まず（１）のステップでのできるだけの完成を目指し、より完

璧な明細書づくりをする為の（2）と（3）は、根本的解決策（＊）の方向で対処することに

なるのかもしれない。（＊）つまり特許明細書は「論理的に構成された文書､論理的に記

述された文章」でなければならない。しかし日本人は「論理的に構成された文書」作りの

ストーリは描けない。ならば、せめて「論理的に記述された文章」作りから改善していくべ

きである、という主旨を指す。

海外出願の特許明細書の品質を短期間に大幅に向上させるためには、作成された明

細書の日本語文章を、外国語に翻訳できる日本語文章に書き直せる、つまり論理的に

発明を説明できる人材が必要となる。特許明細書は､法律文書ではない。発明の説明

書である。発明は､文化や思想の世界とは異なり､技術の世界のことであるから､論理的

に表現することは可能である。意味不明の日本語文章から英語へ転換できる SLE 塾、

「日本語文章作成塾」である。 




